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俗
説
に
「
人
が
自
分
を
見
失
う 

の
は
、
お
酒
を
飲
ん
だ
時
、
ハ
ン 

ド
ル
を
握
っ
た
時
、
そ
し
て
権
力 

を
手
に
入
れ
た
時
」
だ
そ
う
で
す 

▼
「
一
杯
は
人
酒
を
飲
む
、
二
杯 

は
酒
酒
を
飲
む
、
三
杯
は
酒
人
を 

飲
む
」
と
い
い
ま
す
。
左
党
に
は 

耳
に
痛
い
こ
と
ば
で
す
▼
妨
害
運 

転
罪
が
新
設
さ
れ
た
の
が
２
０
２ 

０
年
６
月
。
あ
お
り
運
転
と
ま
で 

は
言
え
な
く
て
も
、
後
続
車
に
ぴ 

っ
た
り
く
っ
付
か
れ
て
し
ば
し
ば 

嫌
な
思
い
を
し
ま
す
。
車
の
ほ
か 

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
も
同
じ
傾
向
が
あ
る 

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
誹
謗
中 

傷
が
溢
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
車 

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
人
の
や
さ
し
さ
や
共 

感
能
力
を
麻
痺
さ
せ
る
仕
掛
け
で 

も
あ
る
よ
う
で
す
▼
衆
議
院
の
解 

散
は
首
相
の
専
権
事
項
だ
そ
う
で 

す
。
自
分
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
特 

権
、
そ
の
魔
力
に
高
市
首
相
は
抗 

え
な
か
っ
た
の
で
す
▼
米
国
の
Ｓ 

Ｆ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
『
新
ス
タ
ー 

ト
レ
ッ
ク
』
は
２
４
世
紀
末
の
宇 

宙
が
舞
台
で
す
が
、
そ
こ
で
は
、 

人
類
は
ア
ル
コ
ー
ル
と
お
金
を
克 

服
し
て
い
る
と
い
う
設
定
で
す
。 

ク
ル
ー
は
酒
を
飲
ま
ず
、
財
布
も 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
持
ち
ま
せ 

ん
。
お
金
が
な
く
て
も
し
あ
わ
せ 

に
暮
ら
せ
る
社
会
が
実
現
し
て
い 

る
の
で
す
。
翻
っ
て
、
２
１
世
紀 

の
地
球
、
日
本
は
ど
う
か
。
政
治 

と
カ
ネ
の
問
題
に
明
ら
か
、
未
だ 

に
お
金
は
権
力
の
象
徴
で
す
。
先 

日
の
選
挙
で
は
、
裏
金
候
補
の
大 

半
が
当
選
し
て
い
ま
す
。
自
分
を 

見
失
っ
て
い
る
人
々
の
徒
党
が
復 

活
し
た
の
で
す
。
（
Ｍ
） 
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す
。
こ
の
会
場
に
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
方
が
見
え
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

働
き
方
は
、
労
基
法
の
抜
け
穴

  
開
催
に
あ
た
り
西
部
地
区
労

連
堀
内
議
長
は
、
冒
頭
、
解

散
・
総
選
挙
に
つ
い
て
触
れ
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
西
部
地
域
支
部
出

身
の
村
田
さ
ん
が
８
区
か
ら
出

馬
す
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。
続
い
て
「
春
闘
が
始
ま
り

ま
し
た
。
講
師
の
林
さ
ん
か
ら

労
基
法
解
体
の
話
が
聞
け
ま

だ
ら
け
で
働
か
せ
放
題
で
す
。

労
働
相
談
を
す
る
中
で
、
休
憩

時
間
が
取
れ
な
い
、
給
料
が
支

払
わ
れ
な
い
等
の
事
案
も
出
て

講演する林克氏 

 

安
全
保
障
情
勢 

「
中
国
が
戦
艦
を
使
っ
て
米

艦
に
対
す
る
武
力
行
使
を
伴

う
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は

ど
う
考
え
て
も
存
立
危
機
事

態
に
な
り
う
る
」
と
い
う
高

市
発
言
は
、
日
本
の
武
力
行

使
を
認
め
、
憲
法
を
蔑
ろ
に

す
る
、
つ
ま
り
「
戦
争
す
る

ぞ
」
と
他
国
を
脅
か
す
戦
争

発
言
で
あ
る
。 

 

防

衛

省

は

、

富

士

山

麓

に
、
今
年
３
月
ま
で
に
高
速

滑
空
弾
を
、

27

年
度
に

12

式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上

型
を
、

30
年
前
後
に
射
程
２

０
０
０
キ
ロ
以
上
の
能
力
向

上
型
を
配
備
す
る
、
と
し
て

い
る
。
敵
基
地
攻
撃
ど
こ
ろ

か
北
京
や
上
海
も
狙
え
る
こ

の

引

き

上

げ

」

（

昆

弘

見

氏

）

以

外

に

は

あ

り

え

な

い
。 

 

労
基
法
は
賃
金
割
増
率
を

「
２
割
５
分
か
ら
５
割
の
間

で
政
令
で
定
め
る
」
と
し
て

い
る
が
、
現
行
は
時
間
外

25

％
、
休
日
35
％
。
時
間
外
労

働
が
法
律
で
制
限
さ
れ
て
い

る
欧
米
で
は
、
時
間
外

50

％
、
休
日
は
１
０
０
％
が
普

通
で
あ
る
。 

 

高
市
内
閣
は
大
企
業
・
富

裕
層
優
遇
の
株
高
円
安
政
策

を
推
進
し
て
い
る
。
労
働
者

の
生
活
を
守
り
、
経
済
を
成

長
さ
せ
る
意
味
で
も
、
国
民

春
闘
で
大
幅
賃
上
げ
と
全
国

一
律
最
賃
制
度
の
確
立
を
！ 

と
に
な
る
。 

 

浜
岡
原
発
・
リ
ニ
ア
問
題 

 

１
月
、
中
電
が
基
準
地
震

動
を
不
正
に
過
小
に
改
ざ
ん

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
規
制
委
員
会
は
再
稼

働
審
査
を
停
止
し
た
。 

 

鈴
木
知
事
は
「
水
の
問
題

が
決
着
、
決
定
的
に
障
害
に

な
る
よ
う
な
課
題
は
見
当
た

ら
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
透

水

係

数

、

西

俣

断

層

の

影

響
、
生
物
多
様
性
問
題
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
私

た
ち
は
「
ス
ピ
ー
ド
感
よ
り

も
納
得
で
き
る
対
話
」
を
求

め
て
い
る
。 

 

労
働
時
間
規
制
緩
和 

 

高
市
労
働
法
制
改
革
の
中

心
は
、
労
働
時
間
の
規
制
緩

和
、
残
業
時
間
規
制
の
見
直

し
に
あ
る
。
し
か
し
「
最
も

有
効
な
措
置
は
時
間
外
単
価

 

西
部
地
区
労
連
は
１
月
25
日
「
26
国
民
春
闘
学
習
会
＆
旗
開
き
」
を
開
催
し
、
36
名
が
労
働
会
館
に

集
い
ま
し
た
。 

26春闘方針を提起する須部事務局長 

い
ま
す
。
無
法
状
態
の
会
社
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ

会
社
に
労
基
法
を
遵
守
さ
せ
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

春
闘
学
習
会
で
は
、
前
県
評

議
長
の
林
克
氏
に
よ
る
「
26
春

闘
と
労
働
者
の
権
利
～
労
基
法

解
体
の
動
き
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
須
部
事
務
局
長
が

春
闘
方
針
案
を
提
案
し
ま
し

た
。 

26
春
闘
と
労
働
者
の
権
利 

 
～
労
基
法
解
体
の
動
き 
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（三
一
） 

 

言
葉
ひ
と
つ
心
の
闇
に
灯
を
点
す 

 

暗
闇
の
中
で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
時
、
ふ
と
し
た
言
葉
が
心
を
ざ
わ
め
か 

 

せ
、
明
日
へ
の
光
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

  

拒
否
権
が
世
界
平
和
の
夢
砕
く 

 

国
連
の
常
任
理
事
国
が
拒
否
権
を
行
使
す
る
た
め
国
連
は
平
和
へ
の
取
り 

 

組
み
さ
え
否
決
さ
れ
、
十
分
に
役
割
を
果
た
せ
な
い
で
い
る
。 

  

大
切
な
も
の
守
る
勇
気
に
絶
え
ぬ
傷 

大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
に
は
時
に
身
を
挺
さ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
生 

傷
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
日
々
が
続
い
て
い
る
。 

  

立
ち
向
か
う
勇
気
が
変
え
る
場
の
空
気 

黙
っ
て
い
て
は
物
事
は
何
も
変
わ
っ
て
い
か
な
い
の
で
、
時
に
は
勇
気
を 

出
し
て
思
い
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
生
ま
れ
て
く
る
。 

 

(

例)

に
な
ら
っ
て
漢
字
の
部
首
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。
解
答
は
次
号
で
。 

（
例
）
手
・
少
・
木
・
日
・
民  

＋
（   

目   

）
→
（ 

看 

・ 

省 

・ 

相 

・ 

冒 

・ 

眠 

） 

（
１
）
乚
・
皿
・
乃
・
禾
・
瓜  

＋
（ 

 

）
→
（ 

  

・ 
  

・ 
  

・   

・   

） 

（
２
）
壬
・
辰
・
方
・
少
・
夭  

＋
（ 

 

）
→
（ 

  

・ 
  

・ 
  

・   

・   

） 

（
３
）
不
・
反
・
攵
・
木
・
卆  
＋
（ 

 

）
→
（ 

  

・ 
  

・ 
  

・   

・   

） 
 

 
 

 
 

＊
前
号
の
解
答
（
１
）
卆
・
且
・
占
・
胡
・
唐  

＋ 

（ 

米 

） 

→ 

（
粋
・
粗
・
粘
・
糊
・
糖
）   

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
）
主
・
正
・
寺
・
皮
・
殳  

＋ 

（ 

彳 

） 

→ 

（
往
・
征
・
待
・
彼
・
役
）   

 
 

 
 

 
 

 
 

（
３
）
女
・
寸
・
元
・
木
・
示  
＋ 

（ 

宀 

） 

→ 

（
安
・
守
・
完
・
宋
・
宗
）   

 

２
月
18
日
（
水
）
浜
松
市
職
員
組

合
事
務
所
で
、
恒
例
の
確
定
申
告
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
８
人
で
し
た
。 

 

相
談
者
は
、
税
金
や
保
険
料
、
医

療
費
や
扶
養
控
除
な
ど
の
記
入
の
仕

方
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
の
方
法
か
ら
印

刷
ま
で
、
税
理
士
の
先
生
に
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
二
部
の
旗
開
き
で
は
、
県
評

の
櫻
井
常
任
幹
事
、
日
本
共
産
党

西
部
地
区
委
員
会
松
下
孝
夫
副
委

員
長
が
来
賓
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

各
労
組
、
団
体
か
ら
自
己
紹
介

や
活
動
の
状
況
、
春
闘
の
取
り
組

み
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
料
理
は
生
協
の

オ
ー
ド
ブ
ル
の
他
に
、
仲
間
に
よ

る
差
し
入
れ
の
お
で
ん
、
稲
荷
寿

司
、
炊
き
込
み
ご
飯
な
ど
が
テ
ー

ブ
ル
に
並
び
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

最
後
に
堀
内
議
長
の
「
団
結
頑

張
ろ
う
」
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

ス
ズ
キ
補
助
金
裁
判
は
、
燃
費

不
正
、
完
成
検
査
不
正
な
ど
で
２

０
１
９
年
６
月
７
日
、
国
土
交
通

省
か
ら
勧
告
を
受
け
、
過
料(

約
２

億
円)

の
刑
事
罰
を
受
け
た
ス
ズ
キ

自
動
車
に
対
す
る
補
助
金
交
付
の

是
非
を
問
う
も
の
で
し
た
。 

浜
松
市
は
、
企
業
立
地
補
助
金

交
付
に
つ
い
て
は
規
則
で
定
め
、

要
綱(

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス)

も
定

め
て
企
業
誘
致
し
て
い
ま
す
。 

 

「
市
民
の
会
」
は
20
年
９
月
24

日
、
ス
ズ
キ
に
対
し
企
業
立
地
促

進
補
助
金
を
交
付
す
る
の
は
、
市

が
定
め
た
要
綱(

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス)

に
違
反
す
る
と
し
て
、
浜
松
市

へ
住
民
監
査
請
求
を
起
こ
し
、
市

監
査
委
員
会
で
の
棄
却
を
受
け

て
、
静
岡
地
裁
に
補
助
金
返
還
請

求
住
民
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。 

 

ス
ズ
キ
補
助
金
裁
判
は
、
昨
年

９
月
に
結
審
し
、
今
年
１
月
29
日

に
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

判
決
は
地
方
自
治
法
の
定
め
る

監
査
請
求
期
限
を
過
ぎ
た
部
分
を

却
下
し
、
そ
の
他
を
い
ず
れ
も
棄

却
す
る
不
当
な
内
容
で
し
た
。 

 

２
月
６
日
の
原
告
団
総
会
で

は
、
判

決

内

容

を
改
め
て
確
認

し
、
高

裁

へ

の

控
訴
を
出
席
者

の
総
意
で
確
認

し
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
里
夏
弁
護
士
は
、
判
決

の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

①
請
求
期
間
過
ぎ
を
理
由
と
す
る

却
下
は
、
住
民
自
治
制
度
の
積
極

的
意
味
を
理
解
し
な
い
も
の
。 

②
「
平
成

23

年
要
綱
が
規
則
に

よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
と
理
解
す
る

余
地
は
あ
る
」
が
内
部
基
準
と
し

て
、
市
長
の
裁
量
を
優
先
。
原
告

が
主
張
し
た
外
部
法
規
―
規
則
―

要
綱
の
一
体
性
を
不
問
に
し
た
。 

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
消
極
的

要
件
と
し
、
何
の
た
め
に
あ
る
か

を
明
言
し
な
い
。(

藤
沢
弁
護
士)

 

④
18
年
９
月
26
日
国
土
交
通
省
の

不
正
の
徹
底
調
査
指
示
以
降
、
ス

ズ
キ
は
再
発
防
止
を
徹
底
し
て
補

助
対
象
者
適
格
性
を
有
す
る
と
推

認(

市
の
主
張
を
丸
の
み)

。 

 

参
加
者
か
ら
感
想
が
出
さ
れ
、

嶋
田
代
表
は
「
控
訴
し
高
裁
で
是

非
を
問
い
た
い
」
と
し
ま
し
た
。  

 
 

 

  

相談を受ける久米税理士 

市職員組合の参加者 
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中
国
大
陸
に
お
け
る
概
況 

 

高
度
経
済
成
長
期
で
あ
っ
た

二
〇
〇
〇
年
代
は
比
較
的
緩
や

か
だ
っ
た
政
策
が
、
習
近
平
体

制
に
移
行
し
た
一
二
年
以
降
、

厳
格
な
管
理
・
統
制
政
策
へ
と

方
針
転
換
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

一

五

年

に

国

家

安

全

法

が

で

き
、
三
〇
〇
人
以
上
の
人
権
派

弁
護
士
が
一
斉
摘
発
さ
れ
た
。

一
八
年
に
は
、
国
家
主
席
の
任

期
が
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。 

 

抗
議
行
動
で
は
、
中
国
共
産

党
の
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
を
批
判

す
る
一
連
の
「
白
紙
運
動
」
が

有
名
。
こ
れ
は
八
九
年
の
六
四

天
安
門
事
件
以
来
最
大
の
反
政

府
デ
モ
で
あ
る
。 

 

香
港
に
お
け
る
概
況 

 

香
港
は
一
九
九
七
年
に
イ
ギ

リ
ス
か
ら
返
還
さ
れ
「
中
華
人

民

共

和

国
・
香

港

特

別

行

政

区
」
と
な
り
、
香
港
人
に
よ
る

香
港
統
治
が
始
ま
っ
た
。 

 

し
か
し
二
〇
二
〇
年
に
香
港

 

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
静
岡
西
部
地
域
支
部 

 
 

 
 

 
 

 

片
倉
裕
子
さ
ん 

 

浜
松
市
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
で
第

44
回
「
２
・

11
思
想
と
信
教

の
自
由
を
守
る
静
岡
西
部
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
以
下
は
「
変

化
を
強
要
さ
れ
な
い
自
由
な
社
会
を
目
指
し
て
―
中
国
と
香
港
の
事

例
か
ら
考
え
る
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
講
演
の
要
旨
で
す
。
講
師
は

金
城
学
院
大
准
教
授
で
牧
師
の
松
谷
曄
介
（
よ
う
す
け
）
氏
で
す
。 

 

国
家
安
全
維
持
法
が
施
行
さ
れ

て
以
降
、
民
主
派
諸
団
体
の
解

散
、
民
主
活
動
家
の
逮
捕
、
大

手
メ
デ
ィ
ア
の
廃
刊
、
天
安
門

事
件
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
撤
去
な

ど
、
当
局
に
よ
る
徹
底
し
た
思

想
言
論
統
制
が
続
い
て
い
る
。 

２
月
11
日
、
名

古
屋
市
栄
の
久
屋

大
通
公
園
・
光
の

広
場
に
お
い
て
、

26
国
民
春
闘
勝
利

決
起
集
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

集
会
で
は
ト
ヨ

タ
や
ス
ズ
キ
を
は

じ
め
大
企
業
が
た

め
込
ん
で
い
る
巨

額

の

内

部

留

保

を
、
労
働
者
と
下

１
月

29

日
、
浜
松
情
報
セ
ン

タ
ー
で
塩
沢
弁
護
士
を
偲
ぶ
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
６
０
名
の
参

加
者
で
会
場
が
満
席
に
な
り
ま
し

た
。 大

多
和
弁
護
士
が
弔
辞
を
読

み
、
渡
邉
弁
護
士
ら
５
人
の
方
か

ら
追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
小
笠
原
弁
護
士
か
ら
、
塩
沢

弁
護
士
の
業
績
を
写
真
や
映
像
を

交
え
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

塩
沢
弁
護
士
は
、
労
働
・
人
権

問
題
の
裁
判
で
活
躍
さ
れ
、
市
民

運
動
を
牽
引
さ
れ
ま
し
た
。 

請
け
企
業
に
還
元
し
、
大
幅
賃
上

げ
実
現
を
目
指
し
て
３
０
０
人
の

労
働
者
が
集
結
し
ま
し
た
。 

政
府
・
大
企
業
は
「
社
会
的
な

役
割
と
責
任
を
果
た
せ
！
」
「
す

べ
て
の
労
働
者
・
国
民
の
生
活
改

善
を
実
感
で
き
る
ま
と
も
な
賃
上

げ
を
実
現
せ
よ
！
」
と
呼
び
か

け
、
時
給
１
７
０
０
円
以
上
と
10

％
以
上
の
大
幅
賃
上
げ
の
必
要
性

を
訴
え
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て

交
渉
を
進
め
よ
う
と
決
意
を
固
め

合
い
ま
し
た
。 

１
月
23
日
、
御
前
崎
市
門
屋
に

あ
る
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
静
岡
・

日
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
タ
ー
工
業

分
会
は
、
賃
上
げ
を
要
求
し
４
時

間
の
時
限
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し

ま
し
た
。 

会
社
は
組
合
要
求
の
月
額
２
万

５
千
円
に
対
し
て
、
財
務
諸
表
を

組
合
に
提
示
す
る
こ
と
な
く
、
経

営
に
影
響
が
出
る
か
ら
５
千
円
以

上
は
出
せ
な
い
と
の
回
答
に
固
執

し
ま
し
た
。 

こ
れ
で
は
近
年
の
物
価
高
騰
に

対
し
て
実
質
賃
金
が
下
回
る
状
況

が
続
き
ま
す
。
現
行
の
賃
金
は
最

低
賃
金
ギ
リ
ギ
リ
の
金
額
で
あ

り
、
同
業
他
社
と
の
差
は
開
く
ば

か
り
で
す
。 

会
社
の
労
働
環
境
の
現
状
を
地

域
に
訴
え
よ
う
と
、
県
評
や
西
部

地
区
労
連
か
ら
応
援
に
駆
け
付

け
、
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。 

会
社
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
社
用

車
で
付
き
ま
と
い
、
社
長
自
ら
ビ

デ
オ
撮
影
で
牽
制
し
て
き
ま
し

た
。
我
々
も
そ
の
証
拠
を
押
さ

え
、
今
後
の
団
体
交
渉
に
て
不
誠

実
交
渉
と
団
体
行
動
権
妨
害
で
責

任
を
追
及
す
る
方
針
で
す
。 

松谷准教授 

会
社
は
世
間
並
み
の
ま
と
も

な
給
料
を
払
え
！ 

ビ
デ
オ
撮
影
で
組
合
牽
制
よ

り
も
誠
実
交
渉
を
せ
よ
！ 

西部地区労連の参加者 

 

労災勝利判決を勝ち取る(2001年) 
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に
感
銘
を
受
け
る
。 

 

あ
る
時
、
元
の
職
場
の
上
司
に

呼
び
出
さ
れ
、
記
者
た
ち
を
密
告

す
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
が
、
断

ラ
ジ
オ
局
を
制
圧
し
「
チ
ェ
コ
国

民
を
救
出
に
来
た
」
と
虚
偽
の
放

送
を
流
そ
う
と
す
る
。 

 

し
か
し
、
ラ
ジ
オ
局
の
報
道
員

た
ち
は
、
権
力
と
戦
車

に
立
ち
向
か
い
、
回
線

技
術
を
駆
使
し
て
、
ラ

ジ
オ
局
の
外
か
ら
真
実

の
報
道
を
続
け
、
市
民

を
励
ま
し
続
け
た
。
―

―
こ
う
し
た
感
動
の
実

話
を
描
い
た
緊
張
感
に

満
ち
た
素
晴
ら
し
い
映

画
だ
。 

 

主
人
公
の
ト
マ
ー

シ
ュ
は
、
本
意
で
は
な

か
っ
た
が
、
国
際
報
道

部
の
技
術
者
と
し
て
働
か
ざ
る
を

え
な
く
な
る
。
仕
事
を
共
に
す
る

中
で
国
際
報
道
部
長
の
ヴ
ァ
イ

ナ
ー
の
「
真
実
を
報
道
す
る
」
姿

る
。
し
か
し
、
親
代
わ
り
に
育
て

る
大
事
な
弟
の
命
の
保
証
は
な
い

と
脅
さ
れ
、
協
力
す
る
と
サ
イ
ン

す
る
。
弟
は
熱
心
に
学
生
運
動
に

 

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
が
盛
り
上

が
り
、
世
界
中
で
若
者
た
ち
の
理

想
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発
し
た
１

９
６
８
年
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア

で
も
若
者
た
ち
が
民
主
化
運
動
を

起
こ
し
た
。 

 

そ
の
機
運
は
国
中
に
広
ま
り
、

検
閲
の
廃
止
や
言
論
の
自
由
が
認

め
ら
れ
、
つ
い
に
〈
プ
ラ
ハ
の

春
〉
が
訪
れ
た
と
思
っ
た
矢
先
、

ソ
連
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
軍

を
率
い
て
チ
ェ
コ
に
侵
攻
。
軍
は  

堀
内
慶
一(

地
区
労
連
議
長) 

作 

 春闘早朝ビラ宣伝 

 

示
さ
れ
、
春
闘
交
渉
準
備
の
参
考

に
な
り
ま
し
た
。 

長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
き

た
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
と
し
て
は
、

「
規
制
緩
和
が
労
働
者
の
手
取
り

を
増
や
す
と
は
限
ら
な
い
」
こ
と

も
、
大
き
く
問
題
提
起
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。
使
用
者
は
「
残
業

代
込
み
で
何
と
か
生
活
で
き
る
給

与
」
が
あ
れ
ば
い
い
で
は
な
い

か
、
と
基
本
給
そ
の
も
の
を
低
く

抑
え
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

旗
開
き
は
知
識
と
経
験
、
若
さ

と
活
気
が
交
錯
す
る
熱
気
あ
る
会

参
加
し
、
当
局
に
目
を
つ
け
ら
れ

て
い
た
。 

１
９
６
８
年
３
月
、
ヴ
ァ
イ

ナ
ー
と
ト
マ
ー
シ
ュ
は
、
大
統
領

の
裏
金
の
証
拠
テ
ー
プ
を
取

る
こ
と
に
成
功
し
、
公
表
前

に
大
統
領
に
届
け
る
。
大
統

領
は
辞
任
し
、
新
大
統
領
の

下
、
検
閲
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
町
中
が
喜
び

に
あ
ふ
れ
、
「
人
間
の
顔
を

し
た
社
会
主
義
」
と
呼
ば
れ

る
〈
プ
ラ
ハ
の
春
〉
が
訪
れ

た
。 

 

８
月
20
日
、
ト
マ
ー
シ
ュ

は
、
通
信
局
に
呼
び
出
さ

れ
、
ソ
連
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条

約
機
構
軍
が
国
境
を
超
え
る
と
聞

か
さ
れ
、
こ
の
侵
攻
は
「
指
導
部

の
要
請
に
よ
り
行
わ
れ
る
」
と
ラ

ジ
オ
で
放
送
す
る
よ
う
に
命
じ
ら

私
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
で
す
。
夜
勤
も

あ

り

ま

す
。
会

社

に

入
っ
て
今
年
で

32

年

に
な
り
ま
す
。 

春
闘
学
習
会
、
林
克

さ
ん
の
ご
講
義
は
わ
か

り
や
す
く
整
理
さ
れ
、

ミ
サ
イ
ル
配
備
、
リ
ニ

ア
、
中
電
の
デ
ー
タ
捏

造
な
ど
、
他
者
に
伝
え

る
大
き
な
力
に
な
り
ま

し
た
。
中
で
も
労
働
時

間
規
制
緩
和
は
対
案
を

場
で
、
美
味
し
い
手
作
り
の
料
理

と
お
酒
を
い
た
だ
き
、
今
年
の
活

動
の
栄
養
を
蓄
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

感
謝
し
て
ガ
ン
バ
リ
ま
す
。 

  

イ
ジ
ー
・マ
ー
ド
ル 

監
督 

 

「プ
ラ
ハ
の
春 

 
 
 

 

不
屈
の
ラ
ジ
オ
報
道
」 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
観
る 

れ
る
が
、
「
事
実
と
は
異
な
る
」

と
断
る
。
放
送
を
止
め
よ
う
と
戦

車
が
ラ
ジ
オ
局
を
取
り
囲
む
。
武

器
を
持
た
な
い
市
民
た
ち
が
ラ
ジ

オ
局
員
た
ち
を
守
ろ
う
と
入
り
口

に
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
つ
い
に
軍

が
建
物
に
入
り
、
記
者
た
ち
は
脱

出
。
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
、
外

部
か
ら
放
送
す
る
た
め
、
ト
マ
ー

シ
ュ
は
軍
事
通
信
室
の
回
路
を
つ

な
ご
う
と
奔
走
す
る
―
―
。 

監
督
は
言
う
「
映
画
の
テ
ー
マ

は
『
困
難
な
時
代
に
、
大
切
な
人

を
ど
う
守
る
か
』
と
い
う
こ
と

だ
」
と
。
ト
マ
ー
シ
ュ
は
、
現
実

を
見
極
め
な
が
ら
、
報
道
を
、
そ

し
て
、
社
会
全
体
を
健
全
な
も
の

に
育
て
る
こ
と
に
自
ら
の
人
生
を

捧
げ
て
い
く
。 

２
０
２
６
年
、
日
本
の
報
道
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 

（
笹
ヶ
瀬
） 


